「ブロック会議経費」及び「支部活動助成金」について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成24年6月30日（役員会了承）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成25年11月16日（役員会一部改正）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成28年5月14日（役員会一部改正）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成28年11月19日（役員会一部改正）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成29年11月11日（役員会一部改正）

Ⅰ　基本的な考え方
　  本事業は，ブロックまたは支部が本来自己経費をもって行う活動を助成するものであるので，　助成の上限を３万円とする。
　　良識をもった申請内容であるよう自重願いたいことはもとより，ブロックまた支部の運営が　既に確立されているようであれば申請を控えて欲しい。助成を受けるブロック･支部において　も，近々には会計を健全化されることを願う。本制度は，自立までの応急措置であると考えて　もらいたい。

Ⅱ　助成金使途の基準
　「ブロック会議経費」及び「支部活動助成金」の使途の基準

	　１　可とする使途

　　　①会議費

　　　　・会議室の借料

　　　　・会議中の飲料（ペットボトル程度）

　　　②事務費

　　　　・通信費（電話料金、郵券代）

　　　　・用紙や封筒など事務消耗品

　　　　・会議資料印刷費

　　　③講師謝金

　　　　・謝金補助であり、助成額上限を２万円とする。

　　　　・外部講師であること。

　　　④旅費補助

　　　　・全国大会開催準備に係るブロックの打合せ会議に出席する場合に限る。

　２　不可とする使途

　　　①飲食費

　　　②備品の購入

　　　③同窓生に対する謝金

　　※④支部活動助成金による「旅費」の支出（但し､嬉野賞等表彰者リストの講師は除く：

　　　　「兵庫教育大学嬉野賞等受賞者の人材活用による社会貢献活動」に係る講師）




Ⅲ　備考
  １　報告書には，会議要項等と明細付きの領収書を添付する。

  ２　計画変更による未執行金や余剰金は戻入する。

  ３　会計監査を行う。

  ４　ブロック･支部活動を可視化し活性化を図るため，Hyokyo-net掲載用の活動報告書をメー　　　ル添付する。活動報告書は，Ａ４一枚程度横書きとし，日時・場所（会場名）・内容（日　　　程）・参加者数・成果（感想等）に，研修会（交流会）風景の写真や集合写真を入れるも　　　のとする。
　　　都道府県連携推進本部（同窓会事務局）E-mail：office-dosokai@ml.hyogo-u.ac.jp
